
開催実施要項 

 

１．大 会 名    令和３年度 福岡県高等学校バドミントン新人大会 

２．主  催  福岡県高等学校体育連盟 福岡県教育委員会 福岡県バドミントン協会 

３．後  援   福岡県バドミントン協会  

４．主  管  福岡県高等学校体育連盟バドミントン専門部 

５．期  日  監督会議    令和３年１１月 ６日（土）・１３日（土）   ９時３０分 

開 会 式  実施しません 

        競   技  令和３年１１月  ６日（土）        １０時００分 

                       ７日（日）         ９時３０分 

１３日（土）        １０時１５分 

１４日（日）         ９時３０分 

        閉 会 式  実施しません 

６．種  目 

（１） 男・女 各学校対抗 

（２） 男・女シングルス・ダブルス 

７．競技日程・及び会場 

期 日 時 間 種  目 会  場 

１１月  ６日（土） 
９時３０分 

１０時００分 

監督会議 

個人戦ダブルス 
自由ケ丘高校体育館 

１１月  ７日（日） ９時３０分 個人戦シングルス 自由ケ丘高校体育館 

１１月１３日（土） 
９時３０分 

１０時１５分 

監督会議 

学校対抗３回戦まで 
うきは市立総合体育館 

１１月１４日（日） ９時３０分 学校対抗全試合 うきは市立総合体育館 

 

うきはアリーナ            うきは市浮羽町朝田２１５      ℡  ０９４３‐７４‐８０８０ 

自由ケ丘高校体育館       北九州市八幡西区自由ケ丘 1-3  ℡  ０９３‐６９３‐３０９０ 

８．競技規則  令和３年度（公財）日本バドミントン協会現行規則による。 

９．競技方法   

（１） 団体戦（学校対抗） 

    ア トーナメント戦方式で行う。 

イ 複２組・単３名で行ない、試合順序は複１・複２・単１・単２・単３で実施する。なお、単１出場者以外は、複と

単を兼ねて出場することができる。 

ウ １対抗戦は、３ポイント先取とする。 

エ 選手の変更は、監督会議開始までとし、大会本部に申し出ること。 

（２） 個人戦（個人対抗） 

ア ダブルス・シングルスを行なう。 

イ トーナメント戦方式による。 

ウ 選手の変更は、いかなる場合も認めない。 

１０．引率・監督について 

（１） 引率責任者は、団体の場合は学校長の認める当該校の副校長・教頭・主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・常勤講師・

部活動指導員（地方公務員法第 22 条の 2 に示された者）又は校長とする。個人の場合は校長の認める当該校又は他

の学校の副校長・教頭・主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・常勤講師・部活動指導員（地方公務員法第 22 条の 2

に示された者）又は校長とする。 

（２） 監督、コーチ等は学校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険

等）に必ず加入することを条件とする。 

１１．参加資格 

（１） 選手は、学校教育法第一条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する生徒であること。 

（２） 選手は、本連盟加盟校の生徒で、本開催要項により参加の資格を得たものであること。 

（３） 監督・選手・マネージャー・選手は、（公財）日本バドミントン協会に令和３年度会員登録を完了した者であること。 

（４）ア 年齢は、２００３年（平成１５年）４月２日以降に生まれたものとする。ただし、出場は同一競技２回までとし、

同一学年での出場は１回限りとする。 

（５） チームの編成は、全日制過程・定時制過程・通信制過程の生徒の混成は認めない。 

（６） 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

（７） 転校後６ヶ月未満のものは参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる）ただし、一家転住等やむを得ない事由

による場合は、バドミントン専門委員会で調査し高体連会長の承認があればこの限りではない。 

（８） 出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校長の承認を必要とする。 

（９） その他の事項については、全国高等学校体育連盟・九州高等学校体育連盟大会開催要項参加資格に準ずる。 

（10） 参加資格の特例 



   ア 上記（１）（２）に定める生徒以外（３）～（９）の大会参加資格を満たし、かつ本連盟が承認した生徒について

は、別途に定める規定に従い大会参加を認める。 

   イ 上記（４）のただし書きについては、学年の区別を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技２回限りとす

る。 

   ウ 学年の区別を設けてある過程に在籍する生徒の出場は、２学年までとする。 

１２．参加制限 

（１） 団体戦（学校対抗） 

ア チーム編成 監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、選手５名以上７名以下とする。 

  また、５名を欠いた場合はチームとして認めない。 

イ 各ブロック２校（但し、２５校以上の出場のあるブロックは８校・※１１５校～２４校は４校・１０校～１４校は

３校出場できる）※１  ２４校に限りなく近い場合は、専門委員会で出場枠増を調整します。 

（２） 個人戦（個人対抗） 

 各ブロックは、男女共シングルス４名。男女共ダブルス４組。 

 ※シングルスについては、令和３年高校総体予選ベスト４に、学校枠とブロック枠を与える。 

１３．参加申込 

（１）高体連の参加申込書に記載されている生徒個人情報について 

    【利用目的等】 ・大会競技プログラム又は福岡県高体連ホームページへの記載 

            ・参加資格の確認（年齢、転校等） 

・競技成績については学校名、氏名、成績(記録)のみを公表する事とする   

 参加申込書の提出により、申込書記載の生徒の個人情報は、上記利用目的に使用する旨の承認を得たものとする。 

（２）申込方法 

ア 所定の様式により作成し、下記宛に郵送で申し込むこと。（申込用紙は一部コピーし保管） 

イ 申込の際には、「福岡県高等学校バドミントン新人大会参加申込書在中」と朱書する。 

（３） 申込期限 

 令和３年１１月１日（月）必着のこと。 

※ブロック大会終了後、遅れてもかまいませんので、速やかに郵送してください。 

（４） 申込先 

    福智高等学校  植 田  文 弘 宛 

    〒825-0002 福岡県田川市大字伊田 3934 番地 

電話 0947-42-4711    Fax0947-44-7289 

（５） 連絡先 

 〒805-0002  北九州市八幡東区枝光 5-9-1 

              九州国際大学付高等学校  明神 憲一 

       電話 093-671-8440   携帯 090-3079-7867 

１４．表  彰  各種目３位まで行う。 

１５．取得資格  団体戦２位までと、個人戦単・複２位は、九州選抜大会の出場権を得る。 

１６．参加負担金 団体（1 チーム）5,000 円、個人（1 人）500 円を徴収する。 

         ※負担金は、高体連から学校に請求が行きますので、申し込み時に支払いする必要はありません。 

１７．服  装 

（１） 上下とも白叉は、（公財）日本バドミントン協会審査合格品とする。 

（２） 上衣の背面中央に必ず高等学校名及び都道府県名を日本文字で明記し、文字の色は上衣に鮮明に映えるものとする。    

目立たない場合には、ゼッケンをつけてもらう場合もある。【上段:学校名(やや大きく)、下段:都道府県名】(文字の大

きさは、６センチ以上１０センチまで)ゼッケンを使用する場合は、白の布地で縦 15cm、横 30cm の大きさを基準とする。

(ゼッケンの場合の文字の色は、黒い色または濃紺色とする。) 

30cm 

 

学校名 

都道府県名 

 

１８．組み合せ  組み合せは県専門委員会で行う。 

１９．その他 

（１） 本大会使用シャトルは、ヨネックス（ニューオフィシャル）使用。 

（２） シャトルについては、団体戦出場校は 1 種検定球１ダース３番持ち寄りとする。（ニューオフィシャルが望ましい） 

（３） 審判は敗者審判とする。 

（４） ゴミは、各自・各校責任をもって持ち帰ること。 

（５） シングルスのみ出場の場合は、監督会議に出席しなくても結構です。 

２０．問合せ先 

   福岡高等学校体育連盟バドミントン専門部 

専門委員長 明 神 憲 一 

九州国際大学付属校高等学校 

   北九州市八幡東区枝光 5-9-1    ℡ 093-671-8440     Fax 093-671-9030  ﾒｰﾙ myoujin@kif.ed.jp 

15cm 

mailto:myoujin@kif.ed.jp


 

２１.コロナウイルス対策について 

（1） 新型コロナウイルス感染防止の観点から、施設利用ができない等の場合は中止又は延期とする。 

（2） 本大会は無観客試合で実施します。 

会場には入れるのは大会役員、団体戦・個人戦エントリーの選手、監督、コーチ、マネージャーのみ。 

（3） 出場選手・監督・コーチ・大会関係者は、健康状態確認シートを受け付け時に提出すること。 

（4） 大会入場者名簿を申込とは別に記入し、大会申込書と一緒に送付してください。 

（5） 出場枠を減らして実施します。 

※コロナ対策の詳細につきましては、ガイドラインを熟読してください。 

 


